
 
  

    

 
 

PRESS RELEASE 

 
令和 5年８月１０日  
琉 球 大 学   

 

文部科学省の「質の高い臨床教育・研究の確保事業」 

採択のご報告 
〜効率的で質の高い臨床教育・研究支援体制構築と、医師の働き方改革への貢献〜 
 

 琉球大学大学院医学研究科 臨床薬理学教授・琉球大学病院臨床研究教育
管理センター長 植田真一郎は、文部科学省「質の高い臨床教育・研究の確保
事業」に採択されました。 

この公募は、近年我が国の研究力低下が指摘されている中で、令和 6 年 4
月からは労働基準法に基づく医師の労働時間制限が適用されることから、よ
り効率的で質の高い臨床教育・研究実施のための新たな体制を構築する優れ
た取り組みを支援するものです。全国 26 大学から申請があり、琉球大学を
含む 4 大学が選定されました（臨床研究中核病院以外では琉球大学のみが選
定）。臨床薬理学講座および臨床研究教育管理センターではこれまでも、個々
の患者さんにとって適切な薬物療法を行うための教育及び臨床試験、臨床研
究支援に力を入れてまいりましたが、これらの取り組みが評価され、今回は
さらに発展させる事業を行ってまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配信先：沖縄県政記者クラブ 
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＜発表概要＞                                                           
 琉球大学大学院医学研究科 臨床薬理学教授・琉球大学病院臨床研究教育管理セン
ター 植田真一郎は、文部科学省「質の高い臨床教育・研究の確保事業」に採択され
ました（事業期間：令和 5 年 7月〜令和 7年 3月）。 
 
この事業は、診療参加型臨床実習の充実や保健分野における研究の質の向上等の課題に対
応するため、大学・大学病院における、より効率的て質゙の高い臨床教育・研究実施のための
新たな体制を構築する優れた取組を支援し、これを持続的な業務改善につなける゙ことて、゙医
師の働き方改革に貢献することを目的としています。（公募要項より引用）  
琉球大学は今回、「安全な処方のためのシミュレーション教育」と「患者と研究者の負担を
軽減する臨床研究専門職の確保と DCT推進」を実施します。 この取り組みは、臨床薬理学
講座を擁する大学としての琉球大学の特性を最大限に活かしたものであり、これまでの地
方国立大学として積み上げてきた臨床研究支援の経験から生み出されたものです。臨床薬
理学とは、薬物の人体における作用と動態を研究し、合理的薬物治療を確立するための科学
であり、合理的な薬物治療は根拠に基づいた治療（Evidence- based Medicine:EBM）の基本
となります。また、このためには臨床試験・臨床研究を行ってエビデンスを構築していくこ
とが不可欠となります。  
 
本事業では、安全に薬剤を処方するスキルの習得を目標とした仮想クリニカルシナリオに
基つぐ CBT 形式の処方シミュレーション教育教材を作成し、参加型臨床実習を補完する形
て実゙装するとともに、開発した CBT 教材の普及を図ります。「患者と研究者の負担を軽減す
る臨床研究専門職の確保と DCT 推進」てば、1)研究者と伴走てぎる臨床研究専門職の育成
と配置、2)進化した DX の活用による Decentralized Clinical Trials(DCT)の推進、3) 臨床試験
の社会受容性を高め、患者と研究者か臨゙床研究の価値を共有てぎる Patients Public 
Involvement(PPI)の研究者教育・支援の導入、の 3 つを柱とした臨床研究支援体制の構築と
人材育成を行予定です。本取組を実施・継続することて医゙師の働き方改革を促進するととも
に臨床教育・研究の質を高めてまいります。（別紙１参照） 
 
■琉球大学大学院 臨床薬理学講座・琉球大学病院臨床研究教育管理センターでの取り組み 
平成 13年度〜：臨床薬理学講座設置 twitter4 
平成 22年度〜：文部科学省「医療人 GP 臨床研究専門医養成事業」 
平成 26年度〜：文部科学省課題解決型高度医療人養成フロ゚クラ゙ム「臨床研究マネシメ゙ 

ント人材育成」 
琉球大学病院臨床研究教育管理センター設置 
大学院「臨床研究教育管理学講座」設置 
臨床研究フェローシッフ制゚度の導入  
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【参考】 
●本事業の実施体制 
 事業代表者：琉球大学大学院医学研究科 臨床薬理学教授 植田真一郎 
  
実施体制一覧 

氏名 所属・職名 事業における役割 

大屋 祐輔 理事 事業総括 

筒井 正人 医学部長 診療参加型臨床実習推進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

植田 真一郎 医学部臨床薬理学教授 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当(総括) 

徳重 明央 医学部臨床薬理学准教授 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ開発・編成担当、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ 

宮里 実 医学部医学教育企画室 室長 教育ｶﾘｷｭﾗﾑ実装 

大屋 祐輔 病院長 質の高い臨床研究の確保ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者 

植田 真一郎 病院臨床研究支援センター長、
臨床研究教育管理センター長 

臨床研究専門職育成、配置、DCT 支援、PPI
（総括） 

中村 克徳 病院臨床研究支援副センター
長 

臨床研究専門職育成、配置、DCT 支援、PPI
（補佐） 

池原 由美 病院臨床研究教育管理センタ
ー特命助教 

臨床研究専門職育成、配置、教材開発、DCT
支援、PPI（補佐） 

 
 
●代表者経歴 
植田 真一郎 
［学歴］ 
1985 年 3 月 横浜市立大学医学部 卒業 
1997 年 8 月 医学博士 
［職歴］ 
1985 年 5 月 医師国家試験合格 医師免許（294814） 
1985 年 6 月 横浜市立大学医学部附属病院 研修医 
1987 年 6 月 七沢リハビリテーション病院脳血管センター循環器科 医員 
1989 年 6 月 横浜市立大学医学部第二内科 医員 
1991 年 4 月 横浜市立大学医学部内科学第二講座 助手 
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1991 年 10 月 グラスゴー大学（英国、スコットランド）内科薬物療法学 
             クリニカルリサーチフェロー（平成 8 年 7 月まで） 
1994 年 5 月 ベルリン自由大学臨床薬理学短期訪問研究員 
1996 年 7 月 横浜市立大学医学部内科学第二講座 助手 
2001 年 12 月 琉球大学 医学部 臨床薬理学 教授 
2004 年 4 月 改組により 琉球大学大学院医学研究科 臨床薬理学 教授 
2006 年 4 月 琉球大学医学部附属病院 臨床研究支援センター長（併任） 
2015 年 4 月 琉球大学大学院医学研究科 臨床研究教育管理学講座 教授（併任） 
      琉球大学医学部附属病院 臨床研究教育管理センター長（併任） 
2020 年 4 月 横浜市立大学 ヘルスデータサイエンス学部 教授 

（クロスアポイントによる兼任） 
             東京慈恵会医科大学 臨床薬理学 客員教授 

久留米大学 医学部 客員教授 
［学会／専門医］ 
日本臨床薬理学会（理事長）、日本高血圧学会（評議員、ガイドライン作成委員）、日
本循環器学会（倫理委員, Circulation Journal Associate editor）、日本循環器腫瘍学会
（評議員）日本内科学会、日本臨床薬理学会 専門医、指導医、 日本内科学会総合
内科専門医、日本高血圧学会専門医 
［評価委員］ 
日本医療研究開発機構（AMED）橋渡しシーズ、革新的シーズ、シーズ B, C 評価委
員、医薬品医療機器総合機構 (PMDA) 外部専門委員 2010-2018 

 
●DCT：Decentralized Clinical Trials・分散型臨床試験 
    これまでの医療機関への来院を中心とする臨床試験ではなく、IoT 機器やウェ 

アラブルデバイス、訪問看護等、さまざまなものを活用して行う臨床試験。 
患者さんの負担を軽減し、より日常に近いデータを収集できるなどの効果が期 
待される新しい形の臨床試験。 

 
●PPI：患者・市民参画 

患者さん・市民の皆さんの声を臨床研究の中で生かしていくこと。イギリスか 
ら始まったここ試みは、近年日本でもその必要性が認識されてきた。 

 
 
 
 



 
  

    

 
 

PRESS RELEASE 

 
 

   
 

  
  
  

 
 

 
 

 
 












